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はじめに

農福連携とは、農業と福祉が連携し、障害者等が適性に応じて農作業を

行うことで、農業にとっては労働力の確保、福祉にとっては障害者等の就

労促進を目指す取組のことです。

農地が限られている京都乙訓地域では、野菜の収穫、選別や袋詰めと

いった農作業の一部を、福祉事業所が農家から請け負う形が新たに広が

りつつあります。

本事例集では、こうした農作業の受委託をさらに進めていくため、京都

乙訓地域の先進的な取組をいくつか紹介しています。実際に取り組んでお

られる方々の声が、今後の新たな取組につながれば幸いです。
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京都乙訓地域での取組の流れ

委託作業の
検討・相談

福祉事業所
への案内

打合せ・見学

委託契約
締結

作業開始

京都ほっとはあとセンターが近隣の福祉事業所へ
よびかけます

作業内容、作業時間、委託金額などの打合せを行います
また、実際に障害のある方でも可能な作業かどうか確認
するため、事業所職員が農作業体験や見学をします

条件や作業内容をすり合わせ、福祉事業所と委託契約
を締結します

依頼したい作業が決まりましたら、普及センターや振興
センター（京都市の場合）、京都ほっとはあとセンターへ
ご相談ください

1

2

3

4

5 事業所職員が利用者へ説明・指示を行い作業を行います

農家
福祉
事業所

袋詰め等の
作業を委託

農福連携には、農家が直接障害者を雇用する方法や、福祉事業所が自ら

農業を行う方法もありますが、新たに取り組みやすい方法としては、農家

が福祉事業所に農作業を委託する方法があります。

こうした方法では、福祉事業所の職員が障害者（福祉事業所の利用者）に

付き添って作業を説明・指示するため、農家が直接利用者に作業を説明・

指示することはありません。また、繁忙期などの短い期間や単発での委託

も可能です。

農作業受委託のマッチングは、京都ほっとはあとセンター（農福連携コー

ディネーター）が支援します。

繁忙期の袋詰
め作業の人手
が足りない…

ロットが少なく
て食品の加工
をしてくれる
先がない…

工賃を向上さ
せたい…

地域社会との
つながりを作
りたい…

事業所内やほ場
で作業を実施

マッチングの流れ
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取組品目の紹介 （主な地域と作業時期）

品目（主な地域）
4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

２
月

３
月

京おくら（露地）

京都市西京区、
伏見区、向日市、
長岡京市、大山崎町
など

きゅうり（ハウス）

京都市伏見区、北区、
南区、山科区など

たまねぎ（露地）

京都市伏見区、南区、
西京区など

小松菜（露地）

京都市西京区など

ねぎ（露地）

京都市伏見区、南区、
西京区など

いちご（ハウス）

京都市西京区、北区、
右京区、山科区など

時期をずらしながら栽培

選別・袋詰め

皮むき

規格外品の
食品加工

収穫・パック詰め

葉取り定植

： 収穫： 定植（苗の植えつけ）： 播種（種まき） ： 福祉事業所の作業例

定植収穫 除草

【作
業
受
委
託
の
取
組
事
例
】

【
障
害
者
雇
用
の
取
組
事
例
】

３

選別・袋詰め



作業受委託の取組事例

◼ 京おくらの選別・袋詰め
家村和徳さん×京・ふぁーむOMOYA
田中秀幸さん×Find Life

◼ きゅうりの選別・袋詰め
うつみ農園×ハピネス京都

◼ たまねぎの植え付け・収穫など
中嶋農園×ぎばさん

◼ 小松菜の食品加工
大﨑里恭さん×あおい苑

【基礎編】
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京おくらの選別・袋詰め （家村和徳さん×京・ふぁーむOMOYA）

作業を依頼した農家

家村和徳さん
（伏見区淀）

就労継続支援B型事業所

京・ふぁーむOMOYA

家族経営で作業できる人数が限られており、
午前中から夕方まで選別・袋詰め作業に時間
をとられていたため、JAを通して作業を依
頼してみることにしました。１年目にとても助
かったので、２年目も続けて依頼しました。

福祉事業所が近くのハウスで。

依頼の
きっかけ

作業を請け負った福祉事業所

７月下旬から10月上旬の週３回、事業所の
で利用者5名程度＋職員２名で作業しまし
た。作業には１日あたり３時間かかりました。

選別しやすいように、サイズを判断する
プラスチック板を作ったり、カゴに色
テープを貼ったりしました。

利用者のできる作業が限られている中、
野菜の袋詰めはスーパー等への就職にも
つながるため、とても良い経験となりました。
だんだんと作業への愛着が生まれて、利用
者の通所率も上がりました！

農家は収穫したオクラを
コンテナで引き渡し

福祉事業所が選別と
袋詰めを行い、納品

工夫した
ところ

作業の
様子

工夫した
ところ

感想

作業受委託の取組事例

７月から９月に週４回、事業所内で利用者4
名程度と職員２名で作業しました。作業に
は１日あたり２～３時間かかりました。

利用者によって得意な作業が異なるので、
作業工程を細かく分解して効率化しました。
また、選別しやすいように、実物大のオクラ
の写真を使ったスケールなどを作りました。

オクラ以外の時期は、事業所が持つ農業用ハ
ウスでイチゴを栽培しており、家村さんもご
家族でイチゴ狩りに来てくれました。オクラ
を通して地域の農家の方と新たなつながり
ができ、とてもうれしく思っています。

５

選別・袋詰め作業を依頼したことで、夕方に
もオクラを収穫できるようになり、出荷量を
増やすことができました。ぜひこれからも作
業をお願いしたいと思っています！

福祉事業所に安心して作業してもらえるよう、
作業方法や選別基準等について、何かあれ
ばすぐに福祉事業所と連絡を取り合えるよ
う心がけています。

感想



作業を依頼した農家

田中秀幸さん
（西京区大原野）

就労継続支援B型事業所

Find Life

就農2年目で、今年から京おくらの面積を
拡大したので、収穫作業に集中するために、
作業を依頼することにしました。すでに取り
組んでいた家村さんに勧めてもらったこと
が大きな後押しとなりました。

福祉事業所の配送の手間を減らすため、
朝収穫したオクラを午前中に引き渡す際に、
前日分のオクラを納品してもらいました。

畑の管理に十分な時間がとれたことで、
オクラの品質が良くなり、今年は昨年の５倍
以上も出荷することができました。これから
もぜひ福祉事業所に作業をお願いしたいと
思っています！

７月下旬から10月上旬に週３回、事業所内
で利用者5名程度と職員２名で作業しまし
た。作業には１日あたり３時間かかりました。

選別しやすいように、サイズを判断する
プラスチック板を作ったり、カゴに色
テープを貼ったりしました。

利用者のできる作業が限られている中、
野菜の袋詰めはスーパー等への就職にも
つながるため、とても良い経験となりました。
だんだんと作業への愛着が生まれて、利用
者の通所率も上がりました！

農家は収穫したオクラを
コンテナで引き渡し

福祉事業所が選別と
袋詰めを行い、納品

依頼の
きっかけ

工夫した
ところ

感想

作業の
様子

工夫した
ところ

感想

京おくらの選別・袋詰め （田中秀幸さん×Find Life）

作業受委託の取組事例

作業を請け負った福祉事業所
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作業を依頼した農家

うつみ農園
（山科区上花山）

就労継続支援B型事業所

ハピネス京都
共同作業所

ハウスで4月から12月まできゅうりを栽培
しており、百貨店やスーパーなど出荷先が
多いので、配送作業に集中するために、選
別・袋詰め作業を委託することにしました。

作業を依頼する前に、普及センターと作成
したマニュアルを使いながら作業を実演し、
迷いやすいポイントやコツを説明しました。

福祉事業所が出荷先に近かったこともあり、
効率的に配送することができて、とても助か
りました。選別・袋詰め作業を委託したこと
で、キッチンカーの出店や農産物の加工に
も力を入れることができました！

10月から1１月に週１回、事業所内で利用者
数名と職員２名で作業しました。選別作業は、
大きさや曲がりによって細かく分ける必要
があるので、職員が行いました。

最初のうちは選別方法が難しく時間がかか
りましたが、内海さんに写真を送って確認
してもらったことで、自信をもって作業す
ることができました。

袋詰め作業は身体障害の利用者でも行いや
すく、皆で作業することができました。
ほぼ全てのきゅうりを商品として袋詰めで
きたおかげで、利用者の工賃向上につなげ
ることができました！

農家は収穫したきゅうりを
そのまま引き渡し

福祉事業所が選別と
袋詰めを行い、納品

依頼の
きっかけ

工夫した
ところ

感想

作業の
様子

工夫した
ところ

感想

きゅうりの選別・袋詰め （うつみ農園×ハピネス京都）

作業受委託の取組事例

作業を請け負った福祉事業所
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作業を依頼した農家

株式会社 中嶋農園
（伏見区向島）

就労継続支援A型事業所

ぎばさん
ワークスタジオ伏見

中嶋農園のすぐ近くに福祉事業所の畑があ
るため、一緒に新しい取組ができないかと
考え、声をかけたのがきっかけです。今では、
たまねぎの他に京おくらやさつまいも、に
んにく等、色々な野菜の畑作業を依頼して
います。

お互いにとってプラスとなる関係を続けら
れるよう、作業の効率化や金額等について、
福祉事業所の職員と丁寧に話し合うように
しています。

従業員だけでは手が回らなかったところ、適
期を逃さずにたまねぎの作業を進めること
ができました。これからもさらに幅広い作業
をお願いしたいと思っています！

中嶋農園から通年で畑の作業を請け負って
おり、利用者７～８名と職員２名でタマネギ
の植え付けや除草、収穫を行いました。

植え付け作業を効率化するため、一度で
30個の植え穴を開けられる道具を利用
者が作ってくれました。とても便利なので、
中嶋農園に貸し出すこともあります。

職員も農業の経験がほとんどないため、利
用者と一緒に勉強しながら作業しています。
屋外が好きな利用者は、暑くても寒くても
積極的に畑に出て、楽しそうな様子で作業
しています！

農家は福祉事業
所の職員に作業
を説明・実演

福祉事業所が
植え付けや収
穫などを実施

依頼の
きっかけ

工夫した
ところ

感想

作業の
様子

工夫した
ところ

感想

たまねぎの植え付け・収穫など （中嶋農園×ぎばさん）

作業受委託の取組事例

作業を請け負った福祉事業所
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作業を依頼した農家

大﨑里恭さん
（西京区大原野）

就労継続支援B型事業所

あおい苑

小松菜を一年通して生産するようになった
ことをきっかけに、葉に穴があいている等
の理由で市場に出荷できない規格外の小
松菜を活用したいと考えました。

福祉事業所や京都ほっとはあとセンターの
担当者に畑まで来てもらい、規格外の小松
菜の状態や品質を確認してもらいました。

市場に出荷できず捨てるしかなかった規格
外の小松菜を買い取ってもらうことができ、
助かりました。商品のパッケージやチラシで
「西京区大原野産」とアピールしてもらい、
新たな宣伝にもつながりました。

まずはスーパーで買ってきた小松菜を使っ
て試作を重ねて「菊芋入り小松菜ケーキ」を
完成させ、大﨑さんに試食してもらいました。

着色料を使わずに、小松菜の鮮やかな緑色
を表現しました。また、左京区大原百井町産
の菊芋を混ぜることで、野菜の甘みを引き
出し、マーブル模様にも成功しました。

福祉事業所が農家から
規格外の小松菜を買い取り

高品質な規格外の小松菜を仕入れることが
でき、助かりました。ノウフクマルシェin京
都府農林水産フェスティバルでデビュー販
売したところ、あおい苑の売上トップ商品と
なりました！

福祉事業所が新たな
加工商品を製造
イベントで販売

依頼の
きっかけ

工夫した
ところ

感想

作業の
様子

工夫した
ところ

感想

小松菜の食品加工 （大﨑里恭さん×あおい苑）

作業受委託の取組事例

作業を請け負った福祉事業所
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農家による障害者雇用の取組事例

◼ ねぎの生産者
株式会社しんやさい

◼ いちごの生産者
みつばちBunBun
クロスケの大原野げんき畑

【発展編】

農福連携に取り組む農家の中には、福祉事業所に農作業の一部を委託
するだけでなく、障害者を直接雇用することで、就労の機会を広げるとと
もに、農業経営のさらなる発展につなげている方もいます。
ここでは、実際に京都乙訓地域で障害者雇用に取り組む生産者を紹介し
ます。
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株式会社しんやさいは、伏見区向島等で

九条ねぎをメインに多品目の野菜を生産し

ており、障害のある社員を含む３人を雇用

しています。

代表の石﨑信也さんは、久御山町の農業

法人で4年間修業した後、平成29年に独立

し、積極的に障害者の雇用に取り組んでき

ました。さらに、農林水産省認定の農福連

携技術支援者（農業版ジョブコーチ）となっ

て、今では福祉事業所や特別支援学校の実

習等を年間30件以上受け入れる等、障害

者の立場に立った農福連携の取組を幅広く

行っています。

ねぎの生産者 （株式会社しんやさい）

農家による障害者雇用の取組事例

また、障害のある社員の1人である山部知歩さんは、得意のイラストを生かして広

報等で活躍するとともに、厚生労働省認定のジョブコーチとなって作業マニュアルの

作成にも携わっています。

令和５年度には、こうした活動が高く評価され、農林水産省が農福連携に取り組む

全国各地の優良な団体や企業を選定する「ノウフク・アワード2023」において、優秀

賞を受賞しました。

株式会社しんやさいの皆さん

（後列左から）西村樹さん、石﨑信也さん（代表）、
石﨑由美子さん

（前列左から）奥井大樹さん、山部知歩さん

普及センターとともに作成した
九条ネギの作業マニュアル

支援者（福祉事業所の職員や特別支援学校の教員等）向け

１１

作業者（障害者）向け

※山部さんのイラストを使用



作業内容は、いちごの定植、摘葉、収穫、パック詰めのほか、いちご狩りのチラシ作

りまで多岐にわたります。また、いちごの作業がない夏の時期には、京おくらの収穫、

選別、袋詰め作業も委託しています。

さらに、令和６年から、新たに障害のある従業員1名を雇用し、ハウス内の夏の暑

さ対策など、働きやすい環境の整備にも積極的に取り組んでいます。

いちごの生産者 （みつばちBunBun クロスケの大原野げんき畑）

農家による障害者雇用の取組事例

みつばちBunBunクロスケの大原野げ

んき畑の田中宏明さんは、西京区大原野で

いちご狩りの農園を運営しており、福祉事

業所への作業委託や障害のある従業員の

雇用に取り組んでいます。

田中さんは、平成25年に新規就農し、現

在は2棟のハウスで約30種類ものいちご

を栽培しています。当初は近所のボラン

ティア等を中心に作業を依頼していました

が、令和５年に京都市主催の農福連携マッ

チング会に参加したことをきっかけに、通

年で福祉事業所へ作業を委託するように

なりました。

普及センターとともに作成した
いちごの作業マニュアル

作業者（障害者）向け

支援者（福祉事業所の職員や特別支援学校の教員等）向け
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よくある質問

１３

Q1
お願いする作業はどのように
決めたら良いですか

まずは普段の作業工程を細かく分解して、
お願いしたい作業を切り出してみましょう。
普及センターも、作業の切り出しやマニュ
アル化をお手伝いします！

Q２
障害がある方とのコミュニケー
ションが不安です

利用者への作業説明や指示は福祉事業所
の職員が行うため、農家が直接声かけした
り指示することはありません。

Q３
委託費はどのように決めたら
良いですか

マッチングを仲介する京都ほっとはあとセ
ンター、農家、福祉事業所の話し合いで決
定します。

Q４ 委託したい期間や量が限られて
いても良いですか

繁忙期など短い期間での委託も可能です。
また、毎日決まった量を委託できなくても
構いません。

Q５
お試しで作業を委託してみたい
のですが、補助金等はありますか

京都府や京都市では、作業委託費等の一
部を補助する事業があります（令和７年度
現在）。詳しくは、普及センターまたは最
寄りの農業振興センター（京都市内の場
合）にお問い合わせください。

Q1
農業の経験がある職員がいなく
ても良いですか

普及センターでは、全く農業の経験がない
方でも分かるような作業マニュアルを作
成しています。また、普及センターで毎年
開催している「農業基礎講座」を聴講して
いただくことも可能ですので、御関心があ
ればぜひお問い合わせください。

Q２
農家の畑まで行って作業しなけ
ればならないのですか

本事例集で紹介したケースのように、選
別・袋詰め作業や食品加工等、事業所の施
設内で出来る作業もたくさんあります。

Q４
作業に必要な道具（はさみ、は
かり等）は借りられますか

農家から借りられる場合もあるので、まず
は農家やマッチングを支援する関係機関
に相談してみてください。

Q３
作業の実演を見学したり、お試し
で作業することはできますか

正式な契約の前に、農家が作業を説明・実
演したり、少量をお試しで作業してみたり
することも可能です。

Q５
通年で作業を請け負うことはで
きますか

本事例集の３ページにある暦のとおり、年
間を通して様々な作業のニーズがありま
す。通年で作業を希望される場合は、ぜ
ひ京都ほっとはあとセンター等へお問い
合わせください。

【農家向け】 【福祉事業所向け】

ご不明点があれば、ぜひサポート機関へお問い合わせください！
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京都府

京都乙訓農業改良普及センター

TEL ０７５ｰ３１５ｰ２９０６

【京都市】

京都市

保健福祉局 障害保健福祉推進室

TEL ０７５ｰ222ｰ4161

【向日市、長岡京市、乙訓郡大山崎町】

京都府

健康福祉部 障害者支援課

TEL ０７５ｰ４１４ｰ４５９６

NPO法人

京都ほっとはあとセンター

TEL ０７５ｰ２５５ｰ０３５５

✓ 農作業受委託のマッチン
グを希望する方

✓ 本事例集に掲載した内容
全般について知りたい方

✓ 農作業の委託や作業のマ
ニュアル化に関心のある方

✓ 京都府の補助事業につい
て知りたい方

✓ 府内で農福連携を実践し
ている福祉事業所※の取組
について知りたい方

※所在地により問い合わせ先が変わ
ります。

✓ 京都市の農福連携を支援
する仕組みや補助事業等
について知りたい方

京都市

産業観光局農林振興室

TEL ０７５ｰ222ｰ3351

北部農業振興センター

TEL ０７５ｰ３６６ｰ２０１０

南部農業振興センター

TEL 075-585-3202

南部農業振興センター 洛西分室

TEL 075-323-7321

京北・左京山間部農林業振興センター

TEL 075ｰ852-1817

✓ 京おくらの農福連携の取
組について知りたい方

JA京都中央

経済部 営農販売課

TEL ０７５ｰ９３２ｰ０００３

私たちが皆さまを
サポートします！
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